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高度経済成長期、就職・進学を機に都心部での借家住まいを始め、賃貸住宅等を経て、
結婚・子どもの誕生に伴い、郊外の一戸建て住宅を取得するという流れが一般的とされ、「住
宅双六」とも表現された。この居住地選択は、都心から郊外への住宅移動を生み、郊外の
住宅地域を形成した。しかし、バブル崩壊による地価下落や、建築規制の緩和による高層
マンションの増加によって、1990 年代後半以降は都心居住の志向が高まった。住宅取得の
形態も、小泉諒らが指摘したように、従来の「『住宅双六』の形態から、それぞれの世帯や
個人の志向と努力によって『梯子』を登る形態へと変化」している（小泉ら 2011: 607）。 
日本の住宅とそれを取り巻く環境は、高度経済成長期以降、居住形態・居住地選択・住
宅取得の形態など様々な側面で変化が見られる。だが、住宅に関しては社会学や地理学、
建築学など幅広い学問領域で言及されてきた一方で、住宅社会学という分野が発展してき
たとは言い難い。その点、本書は副題の通り「住宅社会学の試み」を実践しており、住宅
社会学への新しい視座と今後の発展についても論じている。住宅社会学にとって重要な一
冊といえる。 
では、本書の内容を簡単に紹介したい。本書の問題意識の前提には、多木浩二の『生き
られた家』（2001）があり、多木の「住宅の社会的意味」を基に「消費社会の〈現在〉とい
う位相で住宅の社会的意味の読解」を試みている（9 頁）。そうした読解によって目指され
るのは、高度経済成長期以降における日本社会の構造的な変容を、住宅の商品化の進展過
程、居住者像の変容から分析することである。 
第１章では、戦後日本における住宅の商品化の過程について、主に統計データの解釈か
ら、以下３点を明らかにしている。①日本では、戦後復興期を契機に、持家の所有者層が
農村から都心部へと変化し、「都市型持ち家社会」を形成した。②1970年以降、所有地に新
築の住宅を建設する志向が強まり、建物だけでなく土地を含めた「住宅の商品化」が進ん
だ。これが、ディベロッパーの出現を生み、新しい住宅産業を成立させた。③日本の住宅
政策は、1970 年半ばに景気対策の一環として「持ち家政策」へと転換した。これにより、
大都市圏における商品住宅の着工数は大幅に増加した。 
第２章では、1990 年以降、社会学者の上野千鶴子らと建築家の山本理顕・鈴木成文らに
よって、議論の対象となった「脱 nLDK論」（＝「51C」が「nLDK」の起源であるとする言
説）に焦点を当てる。筆者は、「脱 nLDK論」をめぐる議論について、見解の正否を問う前
に、そもそも「nLDK」が近代家族の規範を具現していると捉える根底の解釈に問題があっ
たとする。1960 年の公団住宅による住まい方の調査がリビング導入に寄与した点を根拠と
し、「nLDK」は人々の住まいの実践とそれを支えた社会状況によって生み出されたと主張
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する。さらに、「nLDK」は、住宅の商品化に伴うコマーシャリズムに支えられており、リ
ビングルームは大衆消費社会の成立とともに生み出されたとする。筆者は、このような「大
衆消費社会の成立、すなわち都市への労働力移動や就労構造の変化との関わりにおいて〈マ
イホーム〉をとらえること」が必要であると指摘する（105頁）。 
第３章では、高度経済成長期に普及した「マイホーム主義」が、神話作用を強めていっ
た過程について論じている。筆者は、マイホーム主義をめぐる言説は、戦後日本社会にお
ける生活意識や生活様式の側面から捉え、「商品に対する欲望の喚起」という視点で論じる
必要があると主張する。まず、R・バルトの「神話作用」の概念を用いて、住宅広告の表現
は、住宅と家庭を結び付け、「幸せな家庭」が自身の「住宅の所有」によってもたらされる
という神話をごく自然なかたちで人々に届けていると分析する。また、この言説は、住宅
広告だけでなく「三種の神器」や「3C」などの商品広告と共存したことで、同じ世帯構成
で同じ商品を購入するという具体的な実践に暗黙の強度を与えた。さらに、この背景には
避妊や中絶による家族計画の普及があるとしつつも、実際のデータでは「標準世帯（夫婦
と子ども二人）」の割合はわずかであったと指摘する。つまり、「標準世帯」は始まりから
神話であり、この観点から「LDK」空間は〈消費社会〉化の進行とともに変化したとする。 
第４章では、「LDK」空間の変容・居住者像の変容と消費社会との関係について論じてい
る。1980 年以降、キッチン空間がリビング・ダイニングから分節する傾向が強まり、これ
には「身体の快適性」の実現に向かうプロセスが見られるという。さらに、現在の商品住
宅のモードを整理した上で、最先端を示す指標である「東京の超高層マンション」のモデ
ルルームと広告表現を分析する。広告表現は、立地が都心に近づくほど〈マイホーム〉を
もはや居住主体としていない一方で、エリアに関係なく素材へのこだわりを重視する傾向
が見られるとする。つまり、都市居住の新たなイメージは、「人びとが『意味』の次元では
なく、『感覚』の次元に焦点をおいて住宅を消費する」傾向へと変化していると指摘する（202
頁）。 
終章では、これまでの議論をまとめ、今後の展望について言及している。まず、身体の
快適性の基準は時代や社会を超えて一義的なものではないため、それを規格する身体技術
論（＝権力作用）について考える必要があるとする。また、今後の都市住宅のありように
ついては、高齢化や空き家の増大を考えると、時間の堆積性と都市の集住性が重要な論点
になるとする。 
本書は、社会学・建築学において大きな意義がある。近年、学問領域の横断的な議論が
求められており、「脱 nLDK論」に関するシンポジウムは良い事例としてしばしば引用され
る。しかし、上野千鶴子と山本理顕の対話が社会学者と建築家の初めての対話であった点
や、建築家と社会学者の解釈の差異が顕著に表れている点で着目される一方、建設的な議
論はなされてこなかった。こうした中で、本書は、近代家族論の解釈と建築計画学の解釈
を十分に検討し、根底の解釈への問題点を提議した。さらに、人々の住まいの実践とそれ
を支えた社会状況によって「nLDK」が生み出されたという指摘は意義深い。この指摘は、
社会学・建築学において各々に広がっていた議論に一石を投じるものであろう。 
膨大なデータの分析と解釈によって、高度経済成長期以降の都市住宅のありようから社
会の変容を捉えようとした本書は、筆者の博士論文を土台とし、過去に発表した５本の論
文に書き下ろしを加えて執筆されている。高木恒一は、本書について、具体的な指摘はし
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ていないが、「議論が拡散気味であると感じる部分もある」（高木 2015: 187）と評した。確
かに、この点は理解できる。とりわけ、３章の展開がその印象を強めている。３章は、マ
イホーム神話の言説の構図に始まり、「神話作用」の概念を用いた広告分析、中絶の普及と
それに伴う議論の考察、最後に近代家族論に依拠する「脱 nLDK 論」への指摘と４章への
展望を論じている。扱っている議論が多い上に、どの議論もそれ自体で十分に検討される
べきものである。それゆえ、急速に議論が展開する印象が否めず、残念なところである。
今後これらの議論がより深く論じられることを期待したい。 
最後に、超高層マンションの広告表現の分析について触れておきたい。本書では、超高
層マンションの広告表現は、〈マイホーム〉を居住主体とする訴求から、マンションの内装
とその素材へのこだわりに対する訴求へ変化したと指摘している。だが、分析対象が東京
の超高層マンションであることを考慮すると、この指摘には不足がある。平山洋介によれ
ば、超高層マンションの上層階にはグラマラスな眺望を持つ住戸があり、超高層の建築形
式は都市空間に依存して初めて成立するという（平山 2014: 18）。つまり、元来、超高層マ
ンションとその眺望は切り離して論じるべきではない。また一方で、2000 年以降のマンシ
ョン広告は、撮影・CG技術の発達により、眺望や上空からの俯瞰といった構図が増えてい
る。それに伴って、マンションからの眺望を訴求する広告表現も増加している。こうした
点から、超高層マンションの分析においては、その眺望を商品と見なす志向へも言及する
必要がある。 
 加えて、本書の分析対象の選定理由にもあるように、超高層マンションは一棟あたりの
戸数が多く、間取りのバリエーションが豊富である。つまり、マンション広告で訴求する
ような眺望を実際に手に入れられるのは、上層階を購入できるわずかな世帯である。だが、
超高層マンションの広告において、眺望への訴求は増加している。これには人々の眺望に
対する意識が関係する。多木が「上空から見下ろす『眼』は、いわば中世には神が占めた
位置に人間が位置することである」（多木 2008: 146）と述べるように、上空からの眺めは
人々に崇高あるいは価値のあるものと認識されている。つまり、こうした意識が人々に眺
望への憧れを喚起させ、魅力を与えている。超高層マンションの眺望について言及する際
には、この点にも留意が必要であろう。 
 今後の都市住宅を考えると、ネガティブな側面も多く浮かび上がってくる。例えば、超
高層マンションの建設増加が続く一方で、少子高齢化による空き家数の増加も指摘されて
いる。また、一度超高層マンションが建設されるとその後の用途転換が難しく、超高層マ
ンションの急増は今後の都市の発達を妨げるとも考えられる。そうした中で、住宅と家族
の関係を中心に考えてきた従来の研究から抜け出し、住宅を媒介として現代の日本社会の
変容を論じようとした筆者の試みは意義深い。また、今後のさらなる進展にも期待したい。 
住宅を社会学の対象として真っ向から取り組む「住宅社会学」は、新たな岐路に立たさ
れた住宅のあり方を考える上で、固有の貢献をしていくであろう。本書は、その第一歩と
して一読の価値が十分にある。 
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